
語
　
頭
　
濁
　
音
　
の
　
「
候
」

-
　
洞
門
抄
物
を
資
料
と
し
て

Li*

「
に
さ
ふ
ら
ふ
」
の
変
化
形
と
さ
れ
る
語
餌
耐
音
の
「
供
」
は
'
「
松
浦
之
能
」

の
「
サ
ン
ザ
フ
ラ
ウ
」
が
そ
の
早
い
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
粉
沢
幸

f

-

O

C

~

)

吉
郎
博
士
'
吉
倉
班
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
へ
　
「
訳
曲
」
'
「
平
家
物
語
」
に
於
汁

る
用
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
'
吾
郷
好
之
進
博
士
は
'
こ
れ
ら
に
加
え
て

「
幸
若
舞
」
'
「
狂
言
」
'
「
落
柴
柴
」
と
'
広
-
用
例
を
調
査
さ
れ
'
そ
の
用
法

(
3
)

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
「
狂
言
」
に
つ
い
て
は
'
林
田
明
氏
の
ご
指
摘

3
D

も
あ
る
。
し
か
し
'
抄
物
に
於
け
る
用
法
に
つ
い
て
は
'
こ
れ
ま
で
殆
ん
ど
耽

り
上
げ
ら
れ
て
い
ず
'
洞
門
抄
物
に
於
い
て
、
個
別
的
に
そ
の
用
例
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

洞
門
抄
物
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
へ
江
戸
初
期
に
成
立
・

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
種
の
抄
物
の
中
に
は
'

「
奴
」
を
ソ
ウ
・
淀
の
形
で
多
用
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
'
そ
れ
ら
の
中

に
'
語
頭
滑
音
の
「
侠
」
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
へ

こ
の
洞
門
抄
物
に
於
け
る
語
頭
樹
音
の
「
候
」
を
耽
り
上
げ
、
そ
の
用
法
に
つ

い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

来
　
　
田

隆

一
'
洞
門
抄
物
に
放
け
る
「
候
」
の
語
形
と
用
法

本
稿
で
取
り
上
げ
た
洞
門
抄
物
は
'
次
に
担
げ
る
三
十
二
点
で
あ
る
。

<
蝣
ォ
)

①
　
報
恩
鎚
(
文
明
六
(
二
四
七
四
)
年
写
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
)

h
>
>
　
蝣
"
;
糾
,
.
j
抄
㈲
　
(
大
朝
抄
　
上
巻
祉
光
九
<
!
.
¥
川
九
七
j
j
咋
写
、
下
-
?
J
V

穐
元
《
一
五
〇
〇
)
年
写
　
浄
牧
院
成
一

㊥
　
人
天
眼
日
抄
(
川
僧
抄
　
江
戸
初
・
中
期
等
　
火
大
史
料
折
茄
所
蔵
)

④
　
古
今
全
抄
(
永
禄
十
九
(
二
五
六
八
)
)
年
写
　
京
都
大
学
教
養
部
国
文

研
究
室
械
)

本
吉
は
未
調
査
で
あ
る
が
'
そ
の
「
侠
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
外
山
映

i
O

次
氏
の
報
告
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
拝
借
す
る
。

⑤
　
佃
門
田
抄
㈱
　
(
才
応
抄
　
天
文
元
(
二
重
二
二
)
)
的
誠
　
松
ケ
同
文
川

蔵
)

%
　
K
」
:
　
抄
伽
　
(
小
目
八
秒
　
天
:
1
二
.
 
'
二
王
蝣
i
i
|
j
咋
　
　
思
町
c
.
 
"
1
　
西

栢
寺
蔵
一

⑦
　
封
肘
代
語
脚
一
才
応
抄
　
弘
治
元
《
1
五
五
五
)
咋
成
　
転
写
本
　
長

興
寺
践
)

◎
　
佃
門
間
抄
伽
　
天
文
二
十
四
三
五
五
五
)
)
写
　
吉
川
泰
雄
氏
蔵
)

F
3
　
納
…
尺
≠
一
大
(
・
t
火
蝣
:
w
w
t
L
-
:
;
~
-
捕
)
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⑲⑪㊨⑱⑭⑮⑲

洞
水
逆
流
　
(
写
　
松
平
公
益
会
成
)

叱
澗
録
(
(
(
「
信
州
西
遊
寺
発
心
祖
射
和
尚
之
下
語
」
　
「
敵
門
集
」
)
江

戸
初
期
写
　
同
右
蔵
)

無
門
閃
抄
の
一
准
夕
抄
　
寒
水
十
(
二
六
三
三
)
)
年
刊
一

大
中
寺
木
参
(
大
南
松
煎
　
寒
氷
十
二
《
1
六
三
五
)
編
　
目
乃
木

大
中
寺
成
)

竜
洲
抄
若
(
寒
水
十
五
(
二
六
三
八
)
年
写
　
広
島
大
学
国
文
研
究
宝

蔵
)四

部
録
抄
(
j
E
些
1
(
(
I
六
四
五
》
年
刊
　
駒
沢
大
学
図
古
館
蔵
)

江
湖
風
月
略
註
抄
(
軍
水
十
(
二
六
三
三
l
)
咋
刊
　
広
島
大
学
回
文
研

⑳⑳⑳

勝
国
和
尚
再
吟
(
万
治
年
間
(
(
-
H
ハ
六
1
3
刊
　
土
井
洋
1
氏
就
)

小
　
へ
_
㌧
i
I
.
二
　
1
・
-
・
・
・
∴
‥
卜
　
　
　
　
　
　
∴
-
'
*
-
*
・

鉄
外
和
尚
代
抄
(
刊
　
同
右
端
一

㊧
　
鉄
外
和
尚
再
吟
(
刊
　
同
右
蔵
)

⑳
　
佃
門
閥
抄
仙
(
鉄
琴
快
牛
　
写
　
同
右
蔵
)

さ
て
、
は
じ
め
に
'
こ
れ
ら
の
抄
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
「
鮫
」

に
つ
い
て
'
実
例
は
省
略
L
へ
抄
物
毎
の
用
例
数
を
活
用
表
に
ま
と
め
る
と
'

次
の
よ
う
に
な
る
(
こ
の
際
へ
本
動
詞
と
祁
助
動
詞
の
幌
別
は
せ
ず
へ
表
記
は

原
文
の
ま
ま
と
す
る
3
ゴ
チ
ッ
ク
体
は
'
語
試
射
音
の
「
快
」
で
あ
る
。
)
0

文
献
　
未
然
　
　
　
逆
用
　
終
止
・
連
休

⑰⑲㊨㊨蝣
3

㊨

究
宝
蔵
)

大
君
普
覚
禅
師
吉
抄
(
琴
水
十
1
　
(
(
I
六
三
四
)
)
年
刊
　
同
右
些

細
門
関
抄
脚
一
軍
水
十
四
《
〓
ハ
三
七
)
年
刊
)

其
歓
和
尚
姑
古
抄
(
寒
水
十
九
《
1
六
四
二
)
年
刊
)

本
吉
に
は
「
候
」
の
用
例
が
存
し
な
い
が
、
参
増
と
し
て
担
げ
る
。

'
:
-
r
;
?
s
:
r
;
=
・
'
-
.
;
二
叩
:
,
 
'
,
'
,
 
'
-
-
^
'
-
 
'
"
n
~
∴
　
…
.
 
・
=
上
　
　
∵
い
;
-
/
1

大
智
禅
師
偶
創
抄
(
承
応
三
(
1
六
五
四
)
年
刊
)

・

　

】

　

　

　

　

ド

　

　

　

　

　

i

j

・

'

-

:

-

蝣

蝣

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

]

㊨㊨㊨㊨<
& 結

成
)大

捌
代
抄
　
(
慶
安
二
(
1
六
四
九
)
)
年
刊
　
同
右
践
)

巨
海
代
抄
(
承
応
二
《
〓
ハ
五
三
)
年
刊
　
同
右
蔵
)

扶
桑
再
吟
承
応
三
(
(
〓
ハ
五
凹
)
年
刊
　
同
右
蔵
)

火
責
和
尚
再
吟
(
R
拾
二
《
〓
ハ
五
九
)
年
等
　
同
右
蔵
)

六
　
　
　
:
-
-
r
-
蝣
i
-
z
t
f
-
)

①
　
　
走
3

㊥
　
　
サ
ウ
3
0
　
ソ
ウ
1
7

i;?G

⑨
　
　
ソ
ウ
7

④
　
　
ソ
ウ
1
0

⑤
　
　
走
1
3

品
　
-
 
-
-
J
1
-

①
　
　
ソ
ウ
3
5

㊥
　
　
/

/
蛇
1

サ
ウ
間
　
ソ
ウ
間
近
l

/
　
宗
1
ザ
ウ
2
サ
ウ
l

J
ノ
ウ
8
　
ソ
ウ
3

サ
ウ
4
　
ソ
ウ
3
1
　
ソ
ロ
l

/
　
供
6
サ
ウ
ー
ゾ
ウ
1

S
i
S

止
黙
　
　
/
-
八
日

/
　
　
　
/

/
　
　
サ
ウ
ヱ
l

/
　
　
　
/
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走
4
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E?C君
3
 
2
の
忽
莞

ソ

ウ

9

5

宗

8

ゾ
ウ
1
0
　
ソ
ウ
1
1

走
7

ソ
ウ
エ
9
　
ソ
ウ
エ
l

近

ヱ

8

　

走

ヱ

2

・
-
¥
‥
1
-
∴

走

へ

5

走

エ

1

走

へ

2

整
い
ァ
ゥ
ヘ
-

/
　
　
　
/
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rlV,
走
1

ソ
ウ
l

走
1

蝣

-

-

I

-

サ

ウ

ワ

1

走
か

走
6
6

ソ

ロ

1

6

//ソ
　
ロ
4

////ソ

ロ

8

走
ハ
・
ワ
1
4

ソ

ロ

ハ

l

走

ハ

・

ワ

4

ssc
SSE

走
1
1

¥
m

///////　///////

走
s
¥///　/

ソ

ウ

5

走

5

3

走
6

走
9

走
1

E
=
E

走
9

"
>
蝪
蝣
蝣

走
州

ゾ

ウ

2

ゾ

ロ

1

3

　

走

2

ソ

ウ

7

走

ー

>
D
r
t

ソ
ロ
　
ー

ソ

ロ

2

ソ
ロ

ソ

ロ

6

候

1

ソ

フ

ロ

フ

ー

ソ
ロ
と
U

/ソ

ロ

3

ソ

ロ

7

ソ
ロ
e
i

逮
_
5
8

ソ

ウ

2

走

3

7

ソ

ロ

ー

ソ

ソ

3

避

ー

ゾ

ウ

l

走
9
3

近
間

四
r
c

走
ヱ
2

///
　
　
走
ヱ
2

m ;u一　　　　　　　亡　　　　　　　　　　　　　　ソ　走

ヱ　エ　/　ヱ　ヱ　/////　/　/　ロ　へ

3　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　1

1

⑳
　
淀
柑

・. ".*　霊㌧

⑳
　
　
走
3

㊧
　
　
走
5

㊥
　
　
/

総
計
5
7
2

.轟n-tv

////

走
2
3

ソ

ロ

2

5

走
9
5

z
C

走
6
0

走
1

a
?

T
i
/
U
3
　
2
L
'

6072

/
　
　
　
/

/
　
　
　
/

/
　
　
定
へ
1

/
　
　
　
/

/
　
　
　
/

7
　
　
　
　
　
　
　
1

∩

-

　

　

　

　

　

　

　

T

(
注
一
※
は
活
用
形
不
例
で
あ
る
が
'
今
こ
こ
に
入
れ
て
お
く
。
な
お
'
右

の
川
例
数
は
'
そ
の
多
く
が
1
回
の
調
査
に
兆
づ
く
も
の
で
あ
る
。

斜
紋
は
用
例
の
存
し
な
い
こ
と
を
示
す
。

語
頭
濁
音
の
「
峡
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
次
郎
以
下
に
認
り
、
木
即
で
は
'

右
表
に
よ
っ
て
'
「
侠
」
の
用
法
・
語
形
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
o

用
法
上
'
室
町
期
成
立
、
江
戸
初
期
成
立
の
も
の
を
通
し
て
認
め
ら
れ
る
傾

向
は
、
終
止
・
連
体
形
に
用
例
が
袋
申
し
、
未
然
形
が
こ
れ
に
次
ぎ
'
命
令
形

は
わ
ず
か
で
あ
っ
て
、
逆
用
形
は
全
く
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

偏
り
が
見
ら
れ
る
の
は
巳
然
形
で
あ
っ
て
'
こ
の
用
弘
が
存
す
る
の
は
④
古
今

仝
抄
へ
⑤
鰯
門
間
抄
㈲
'
㊥
封
殿
録
抄
脚
へ
⑦
碧
糾
代
語
脚
'
㊥
鰯
思
集
で
'

い
ず
れ
も
室
町
期
成
立
の
抄
物
に
於
い
て
で
あ
る
。

ち
な
み
に
'
右
の
己
然
形
は
'
そ
の
殆
ん
ど
が
係
助
詞
コ
ソ
の
結
び
で
あ
る

が
、
中
に
i
J
S
r
j
に
I
'
-
*
"
り
蝣
0
m
い
'
己
　
那
i
J
-
1
止
は
が
存
す
る
。
・
/
の
。
】
刑

が
そ
れ
で
あ
る
。

r
v
-
:
-
∫
-
∴
　
∴
I
j
∵
-
≠
「
、
蝣
'
.
-
;
蝣
_
/
　
i
>
2
T
品
　
7
.
?
・
蝣
-
)
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○
コ
レ
即
虎
頭
虎
は
1
時
収
一
l
収
ム
デ
(
ハ
)
　
ソ
ウ
へ
　
(
引
出
脚
下
6
オ

(
　
)
は
別
筆
の
祁
入
)

:q:

か
か
る
己
然
形
終
止
法
は
'
㊥
古
今
全
抄
に
も
4
例
存
す
る
。

:o:

語
形
に
つ
い
て
は
'
ソ
ウ
一
走
・
宗
)
が
広
-
用
い
ら
れ
る
形
で
あ
り
'
宝

町
期
成
立
の
抄
物
で
は
こ
の
形
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
⑲
無
門
関
抄
-
9
以

下
の
'
江
戸
初
期
成
立
の
抄
物
に
は
ソ
ロ
も
見
ら
れ
る
。
⑨
人
天
眼
日
抄
に
ソ

ロ
が
1
例
存
す
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
初
・
中
期
の
転
写
本
で
あ
り
'
転
写
の
過

程
で
混
入
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
初
期
成
立
の
も
の
も
t
の
ソ
ウ
　
(
走
)

噂
用
、
帥
ソ
ウ
　
(
近
)
と
ソ
ロ
混
用
へ
の
ソ
ロ
専
用
と
種
々
で
あ
る
が
'
帥
叫

の
中
で
は
、
⑩
竜
洲
抄
茄
、
⑳
碧
巌
再
吟
他
の
二
古
は
ソ
ロ
の
使
用
率
が
高
-
I

注
目
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
3
日
型
に
屈
す
る
の
は
'
⑮
四
部
録
抄
へ
⑲
法
相
風

月
略
註
抄
'
⑩
大
悪
曽
覚
禅
師
苗
抄
'
⑲
鰯
門
閥
抄
脚
'
⑳
禅
林
類
栄
斑
要
抄
、

㊧
大
智
禅
師
侶
項
抄
へ
⑳
永
平
元
禅
師
語
録
抄
で
あ
っ
て
'
こ
れ
ら
は
す
べ
て
'

万
安
英
種
の
抄
と
伝
え
ら
れ
る
抄
物
で
あ
る
一
た
だ
し
'
同
じ
-
ガ
火
抄
と
さ

れ
る
⑲
真
歓
指
古
抄
に
は
「
候
」
の
用
例
が
無
い
一
O

ソ
ウ
ロ
ウ
は
⑳
と
⑳
勝
田
和
尚
再
吟
に
各
1
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
'
後

者
で
は
語
頭
濁
音
の
「
峡
」
で
あ
り
'
前
者
の
場
合
は
'

î
r¥

○
則
債
ハ
帯
ノ
路
地
尤
字
義
別
抄
二
則
簡
ハ
郷
談
也
H
本
ノ
候
ト
云
心
ナ
リ

宥
引
~
」
笥
ハ
つ
ズ
-
云
心
也
(
二
3
1
ウ
)

の
よ
う
に
'
訓
釈
的
文
脈
に
於
て
副
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
C
'
洞
門
抄
物
に
於
て

は
特
異
な
形
で
あ
る
。

二
へ
語
頭
濁
音
の
「
候
」
の
用
例

語
頭
濁
音
の
「
侠
」
の
用
例
を
次
下
に
掲
げ
る
に
あ
た
っ
て
'
は
じ
め
に
'

そ
の
認
定
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
3

⑥
碧
巌
録
抄
脚
を
例
に
と
れ
ば
'
ま
ず
へ

○
仏
語
心
ヲ
爪
レ
宗
悌
語
コ
ソ
心
宗
T
D
ヨ
三
1
2
ウ
)

、
"
・
j
i
u
^
-
蝣
-
:
.
蝣
?
リ
i
¥
'
-
'
r
-
1

の
よ
う
な
例
は
、
語
所
開
音
の
「
供
」
た
る
こ
と
が
あ
か
ら
さ
ま
で
あ
る
が
'

濁
点
の
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
'
そ
の
用
は
が
方
例
に
同
じ
く

体
言
に
直
接
承
接
し
て
述
語
を
構
成
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
も
の
'
例
え
ば
、

○
室
内
1
讃
-
ハ
灯
外
ノ
1
灯
刈
可
ヨ
三
3

0
オ
)

・
-
.
'
.
^
.
∴

○
未
后
句
ト
云
ハ
野
狐
之
本
形
刈
引
ヨ
(
六
5
オ
)

○
家
山
二
到
柑
ハ
奇
特
神
変
刈
可
ヨ
(
七
1
1
ウ
)

○
此
常
頭
当
別
ヨ
(
八
6
オ
)

の
よ
う
な
ソ
ウ
も
語
頭
開
音
の
「
候
」
と
認
め
た
3
こ
れ
に
準
じ
て
、
漢
字
で

近
表
記
さ
れ
て
い
る
似
合
で
あ
っ
て
も
'
そ
の
用
法
が
布
に
同
じ
で
あ
る
次
の

よ
う
な
も
の
は
、
譜
頚
濁
音
の
「
侯
」
と
し
て
、
耽
り
上
げ
た
。

I
.
・
J
J
・
」
二
'
.
.
'
-
,
J
*
・
J
-
・
'
"
Z
"
'
-
'
-
-
,

○
虚
行
者
他
ト
同
参
仙
ト
ハ
真
ノ
通
人
粛
ヨ
(
五
1
2
ウ
)

○
供
脆
省
力
処
-
ハ
只
1
指
頭
ノ
禅
単
博
ノ
心
刑
期
コ
(
二
4

0
オ
)

か
く
て
本
吉
に
於
い
て
は
、
ゾ
ウ
表
記
3
例
'
ソ
ウ
表
記
1

3
例
へ
走
表
記
3

例
の
'
あ
わ
せ
て
19
例
の
語
頭
純
音
の
「
供
」
の
川
例
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
下
に
は
'
資
料
柘
に
そ
の
用
例
(
抄
出
)
を
掲
げ
る
3

①
報
思
録

○
(
略
一
欄
-
鞭
二
糾
グ
ル
年
コ
ソ
老
僧
ガ
全
林
舶
ヨ
-
符
ル
也
(
H
-
;
オ
)

○
破
云
不
レ
知
レ
有
T
・
ヲ
此
ノ
人
ガ
墾
n

u
知
ル
レ
有
1
ヲ
此
ノ
<
走

~
ヨ
(
K
オ
)
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○
又
云
宝
虞
在
近
此
域
非
班
有
ガ
1
生
的
志
ノ
比
ソ
物
証
ヨ
-
(
下
1
オ
一

〇
三
四
句
ハ
併
毛
影
ヲ
見
テ
淀
モ
挙
又
前
二
走
モ
驚
塙
瑚
ヨ
H
S
ウ
)

.
:
」
i
C
,
蝣
蝣
'
-
-
.
士
∴
.
I
:
一
∵

1
9
ウ
)

○
噴
石
実
射
ハ
此
心
王
対
ヨ
(
^
ウ
一

す
べ
て
走
表
記
で
_14
例
存
す
る
3

蝣
f
i
-
糾
,
L
i
抄
仰
(
人
?
-
汁
)

○
昨
夕
自
心
朝
引
ヨ
(
上
7
3
ウ
)

I
.
・
∵
バ
ー
.
-
_
*
・
付
上
l
~
-
-
'

I
;
;
・
・
ふ
.
(
・
・
・
主
-
-
,
・
;
-
.

〇
唯
打
成
1
片
'
T
i
ヨ
(
上
2
4
ウ
)

○
;
(
1
日
心
ノ
現
=
Z
判
別
ヨ
(
上
3
7
オ
)

0
-
.
:
ノ
云
E
…
紐
i
l
=
-
i
;
t
ハ
汁
^
S
-
r
J
r
i
i
?
外
項
r
二
上
山
汁
)

○
誰
レ
ニ
付
セ
ウ
ニ
只
人
々
各
々
叫
引
ヨ
(
上
5
0
ウ
)

(
9
)

ザ
ウ
2
例
へ
サ
ウ
1
例
'
ゾ
ウ
8
例
'
ソ
ウ
3
例
で
あ
る
。

◎
人
天
眼
R
抄

○
金
門
ヲ
山
ツ
-
作
夕
心
刊
引
ヨ
ト
御
シ
メ
テ
間
レ
位
明
レ
功
一
八
1
1
オ
)

r
l
ノ
_

〇
期
答
云
冊
1
土
人
ソ
ウ
ヨ
ト
(
I
S
才
)

○
思
モ
依
ラ
ヌ
小
男
引
ヨ
(
八
15
ウ
)

サ
ウ
1
例
'
ゾ
ウ
1
例
へ
ソ
ウ
ー
例
で
あ
る
3

i
r
V
的
門
間
抄
㈱
(
f
?
2
秒
)

○
化
心
磨
去
ト
云
ク
コ
ソ
骨
-
髄
二
微
メ
タ
t
柑
迫
ヨ
(
2

5
オ
)

。
化
‥
i
'
U
.
-
-
-
蝣
"
-
蝣
:
;
:
!
∵
ノ
H
・
′
.
I
?
‖
<
#
-
蝣
蝣
>

○
対
角
四
蹄
ヲ
脱
却
ス
ル
ク
ゞ
チ
剤
ヨ
(
50
オ
)

す
べ
て
砧
去
記
で
7
例
存
す
る
。

T
-
-
r
-
サ

=
1
-
^
代
-
i
o

o
向
上
拙
挺
-
イ
ツ
ハ
縫
賠
披
離
ヲ
,
,
,
ザ
ル
枯
処
叫
引
ヨ
一
上
1

8
ウ
)

t
.
5
-
・
-
・
-
.
'

○
斑
石
ヲ
虎
ト
見
ル
正
伸
・
=
叫
引
ヨ
(
K
S
ウ
)

○
此
ノ
時
満
開
モ
呼
鳥
モ
1
般
ノ
行
舶
刈
羽
ヨ
(
1
^
3
オ
)

○
出
コ
ソ
了
然
ノ
一
句
当
別
ヨ
(
上
1
ウ
)

○
宗
-
ハ
格
外
之
旬
刊
引
ヨ
(
上
27
ウ
)

O
=
;
'
-
」
-
r
-
'
ォ
ト
ハ
相
川
ノ
T
=
止
刈
可
「
・
(
H
-
S
ご

ゾ
ウ
10
例
へ
ソ
ウ
1
1
例
の
あ
わ
せ
て
2
1
例
と
い
う
多
数
を
数
え
る
。

c
-
s
一

(
!
M

〇
マ
ゾ
此
・
刑
的
近
ヨ
(
間
ペ
)

○
即
売
り
此
ノ
鰯
彫
像
底
1
ノ
両
日
が
ヨ
ペ
)

○
如
レ
此
ム
ダ
目
ヲ
新
ル
邦
的
剥
ヨ
(
ー
～
ー
ペ
)

-
J
s
^
-
J
の
t
v
サ
'
-
*
例
-
J
,
r
-
蝣
,
'
,
3

⑪
叱
刑
録

○
釈
迦
迂
桝
ノ
規
知
ヲ
守
ル
ハ
野
干
苑
コ
(
35
ウ
一

〇
兆
ノ
見
地
ノ
間
ガ
グ
ッ
ト
ッ
キ
テ
上
榊
下
械
ノ
ウ
ゲ
ク
ゞ
レ
ク
爪
牙
舶
ヨ

(
4
2
オ
)

光
表
記
の
み
3
例
で
あ
る
。

⑲
無
門
間
抄
脚
(
非
夕
抄
)

〇
兆
ノ
悌
ハ
過
去
ノ
久
シ
イ
何
ソ
ノ
用
ニ
モ
立
タ
ヌ
乾
尿
繊
巧
叫
ヨ
(
上
5
7

90
亦
ノ
説
二
此
ノ
「
俳
ハ
十
方
謂
川
-
土
二
現
身
-
・
,
,
レ
ハ
乾
煤
槻
モ
仰
ゾ -415



ロ
コ
ト
ナ
-
(
上
5
8
オ
)

ゾ
ロ
2
例
で
あ
る
。

⑳
　
大
中
寺
本
参

○
肝
要
ト
執
着
セ
ヌ
コ
ソ
掃
地
叫
叫
ヨ
　
(
8
ウ
)

○
活
旬
ゾ
ロ
コ
一
9
オ
)

○
探
イ
心
地
叫
叫
ヨ
　
(
2
7
ウ
)

0
里
;
-
j
ト
ハ
~
"
"
'
-
-
C
-
刑
ノ
印
章
7
人
叫
ノ
州
抵
当
叫
*
　
(
5
ウ
)

、
「
.
リ
　
‥
I
l
-
*
オ
ー

○
叫
弟
阿
部
主
人
公
-
ハ
心
ソ
ノ
「
刈
羽
ヨ
　
(
3
3
オ
)

○
打
〃
辺
ヲ
ク
ッ
ク
支
剤
ヨ
　
(
2
オ
)

ゾ
ロ
1
3
例
、
ゾ
ウ
3
例
'
走
2
例
で
あ
る
3

⑳
　
扶
桑
再
吟

○
別
二
山
マ
ヲ
モ
-
メ
方
丈
裳
ヲ
カ
コ
ム
ハ
初
心
ナ
邦
男
引
ヨ
　
(
三
1
7
ウ
)

右
1
例
の
み
で
あ
る
。

ゥ
　
-
悶
　
　
再
叶

○
(
堕
　
ト
云
フ
ハ
彼
ノ
仰
ケ
ト
云
フ
イ
ナ
生
期
パ
ケ
物
ノ
「
刈
羽
叫
剖
ヨ

(
三
9
1
ペ
)

ゾ
ウ
ロ
ウ
1
例
で
'
本
稿
で
調
査
し
た
洞
門
抄
物
で
雌
T
の
形
で
あ
る
。

⑳
　
鉄
外
和
尚
代
抄
㈱

〇
両
)
ト
云
ハ
別
伝
以
心
伝
心
ノ
「
走
~
ヨ
　
二
1
3
ウ
)

〇
時
キ
近
指
ノ
1
法
相
ヨ
　
(
I
m
ウ
)

近
火
;
)
:
で
3
例
存
す
る
。
な
お

0
人
ハ
高
ク
地
ハ
平
カ
ニ
月
日
ク
風
活
ク
迄
テ
封
ヨ
　
¥
　
i
-
H
オ
一

は
、
「
マ
デ
デ
淀
ヨ
」
と
も
解
し
:
・
3
る
の
で
用
例
か
ら
除
外
す
る
。

節
鉄
外
和
尚
再
吟
伽

〇
兆
コ
ヱ
上
レ
-
云
ハ
叩
靴
ヲ
付
ヌ
足
シ
ノ
「
現
ヨ
(
上
2

6
ウ
)

右
1
例
の
み
。

以
上
の
間
例
の
仙
'
⑦
古
今
仝
抄
の
5
例
を
加
え
る
と
'
十
五
点
の
洞
門
抄

物
に
於
い
て
へ
1
-
0
例
の
語
頭
潤
音
の
「
候
」
が
兄
い
だ
さ
れ
る
。

三
'
用
法
と
そ
の
表
現
価
値

前
節
で
指
摘
し
た
1
1
5
例
(
④
古
今
仝
抄
に
つ
い
て
は
用
例
不
明
に
つ
き
'
叫

S
=
l
小
か
ら
除
-
)
の
語
頭
開
音
の
「
供
」
に
つ
い
て
'
そ
の
用
姐
を
見
る
に
'
ま

ず
'
上
接
語
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
。

1
体
言
t
I

2
例

。
ー
逆
は
1
1
-
c
l
桐

3
助
詞
1
例

と
'
そ
の
殆
ん
ど
が
体
言
に
承
接
す
る
。
前
節
で
は
体
言
に
承
接
す
る
例
の
み

を
柑
げ
た
が
へ
連
体
形
承
接
'
助
詞
承
接
の
例
を
次
に
掲
げ
る
。

○
文
仙
ロ
ノ
阿
-
師
手
'
若
ケ
ウ
ド
ス
ル
ハ
捕
り
約
-
手
モ
付
イ
デ
共
-
樋
i
d
i
*
ズ

叫
引
ヨ
(
碧
巌
㈲
下
1

3
オ
)

○
(
略
)
-
云
り
逐
テ
四
竹
ヲ
味
,
ス
叫
引
ヨ
(
人
天
七
6
ウ
)

・
.
メ
-
-
-
"
・
7
-
?
蝣
/
"
*
・
-
-
'
-
'
'
ノ
∵
;
.
-
.
-
(
-
;
-
:
-
'
j
-
-
L
-
.
∵
.
.

と
も
に
へ
宅
町
期
成
立
の
抄
物
に
於
い
て
存
す
る
用
法
で
あ
る
0

体
言
に
承
接
す
る
用
は
の
多
い
こ
と
は
'
こ
の
語
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
当

然
と
し
て
へ
そ
の
用
法
上
の
新
し
い
特
色
は
'
終
止
法
以
外
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
'
企
て
が
文
末
助
詞
ヨ
を
伴
っ
て
文
末
部

に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
語
頭
孤
音
の
「
候
」
が
専
ら
終
止
法
と
し
て
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用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
'
こ
の
語
が
'
-
発
言
空
一
1
い
収
め
る
性
質
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
9

こ
の
〝
言
い
収
め
″
の
性
質
は
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
紙
ば
れ
て
い
る
文
の
構

造
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
即
ち
'
語
頭
um
禦
=
」
の
「
朕
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

Ⅰ
t
'
-
'
-

.
-
'
.
'

工
主
語
を
伴
う
も
の

∴
-
'
・
"
-
.
,
・
i
.
言
ハ
∵
=
・
:
日

は
無
視
す
る
。
以
下
同
じ
。

仙
A
ハ
(
1
ハ
・
ト
云
ハ
・
ト
イ
ツ
パ
)
B
「
供
」
ヨ
3

6
例

○
;
^
ワ
金
剛
ニ
モ
門
外
ニ
モ
用
処
ハ
無
白
糾
咋
見
閃
ク
脱
期
ヨ
(
報
恩
下

=
・
_
・
;
)

・
・
一
・
∴
∵
三
リ
ー
'
.
.
I
-
'
蝣
'
'
,
V
-
-
!

r
t
タ
n
へ

〇
・
;
E
ワ
只
物
語
ノ
ヤ
ウ
ニ
道
ワ
テ
ワ
応
力
説
破
ニ
=
i
l
英
レ
群
己
遠
レ
倫
7
ク

・
.
∴
;
・
:
・
・
"
-
:
.
・
-
蝣
C
J
z
・
・
:
?
r
i
'
1

0
7
~
T
-
云
り
無
判
ノ
荒
草
対
ヨ
(
無
門
㈱
58
ウ
)

○
老
境
三
念
ト
イ
ツ
ハ
正
念
ヨ
(
同
宿
5

9
ウ
)

○
不
レ
機
不
レ
皐
此
ノ
望
-
云
ハ
殺
活
不
レ
渡
底
ノ
活
は
叫
引
ヨ
(
染
地
糊
二

1

8
ウ
一

〇
(
略
)
-
云
ハ
投
巴
は
ノ
活
処
引
ヨ
(
間
右
二
3
1
ウ
)

ト
、
小
卜
‥
-
r
-
1

i
-
<
(
i
j
「
・
工
I
"
'
-
'
蝣

〇
時
キ
ナ
ニ
時
中
身
心
脱
落
ト
云
ハ
宏
ノ
ー
ゾ
ー
ロー
ヨ
(
大
中
3
2
オ
)

○
(
略
)
ト
云
ハ
ド
ッ
コ
モ
目
前
卜
云
ノ
心
口
列
外
ヨ
(
同
右
9
オ
)

‥
(
」
l
蝣
蝣
-
八
州
I
i
;
:
,
-
・
ぺ
W
I
S
t
.
.

E
i
 
A
ガ
B
「
供
」
ヨ
　
C
例

○
師
云
此
レ
カ
四
大
和
合
ノ
時
ゾ
~
引
コ
(
人
人
　
七
が
ウ
)

〇
時
キ
ガ
桁
自
倖
家
の
叫
コ
　
天
中
　
2
1
オ
)

矧
　
A
モ
B
「
候
」
コ
　
5
例

㌧
蝣
T
.
(
i
蝣
'
!
心
イ

-

ー

-

,

-

*

i

_

_

;

∴

∵

　

　

∵

　

　

。

.

.

ト

　

.

I

・

"

㈱
　
A
コ
ソ
B
「
候
」
ヨ
　
2
1
例

〇
兆
レ
コ
ソ
共
人
剥
ヨ
　
(
接
思
　
上
淵
り
)

○
(
略
)
-
云
ハ
只
関
前
ノ
耕
ノ
欄
裡
二
組
ク
ル
牛
社
老
僧
ガ
全
紡
走
~
ヨ

(
同
右
　
下
1
1
ウ
)

○
ソ
コ
ゝ
ソ
那
伽
大
定
期
ヨ
　
(
無
門
㈱
　
5
5
ウ
)

二

　

　

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

　

≠

　

蝣

?

,

蝣

-

-

!

り

　

　

　

I

-

.

-

:

蝣

-

'

-

蝣

　

　

　

:

○
コ
レ
コ
ソ
智
音
底
引
コ
(
碧
上
1
ウ
)
　
　
　
　
　
　
t
・

〇
枚
ヌ
コ
ソ
カ
ラ
叫
ウ
ヨ
　
(
同
右
　
上
4
1
ウ
一

〇
此
境
界
コ
ソ
納
子
ノ
木
化
剥
ヨ
(
叱
間
　
4
9
オ
一

〇
至
梅
向
上
ノ
行
原
コ
ソ
気
高
イ
1
勇
引
ヨ
(
大
中
　
3
9
ウ
)

〇
月
舶
コ
ソ
謝
三
郎
ノ
心
地
瑚
ヨ
　
(
同
お
　
2
1
オ
)

Ⅱ
　
主
語
を
伴
わ
な
い
も
の

B
　
「
供
」
ヨ
　
4
7
例

L
∵
　
　
　
　
ペ
I
'
・
∴
工
　
I
.
.
-
 
'

・
.
一
-
"
T
-
*
'
蝣
ト
　
　
*
-
.
 
-
蝣
　
1
'
-
_
i
心
・
 
'
J
‖
・
∵
J

o
若
跳
.
血
セ
ハ
五
歩
外
天
下
ノ
煩
ソ
~
引
ヨ
　
(
同
右
　
九
2
ウ
)

L

3

　

.

　

‥

〇
日
1
心
ゾ
ウ
ヨ
　
(
封
以
㈱
　
上
2
2
ウ
)



タ
・
1

O
^
c
心
+
-
-
r
.
(
同
1
.
T
　
上
-
5
-
h
)

〇
日
ハ
誕
生
ノ
共
時
ソ
~
引
ヨ
　
(
碧
朕
仙
　
二
2
5
ウ
)

日
,
I
:
湖
の
川
川
.
‥
ぺ
一
c
i
r
?
ろ
に
t
 
I
仙
瑚
-
W
字
-
蝣
'
M
'
-
Z
-
Q
'
U
J
は
抄
的
:
-
/
-
i
」
し
て

当
然
で
あ
る
が
'
㈲
澱
の
係
助
詞
コ
ソ
の
結
び
に
「
紋
」
の
立
つ
文
が
2
1
例
を

夢
見
へ
北
の
4
7
例
中
'
刑
詞
タ
ダ
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
文
が
9
例
存
す
る
の

で
あ
る
.
更
に
'
次
の
よ
う
な
例
は
、
7
胴
こ
の
語
の
は
た
ら
き
を
よ
く
示
す

も
の
で
あ
る
C
'

〇
日
家
ト
ハ
-
コ
デ
有
ラ
ウ
ニ
白
心
外
引
ヨ
　
(
労
災
㈱
　
上
2
6
オ
)

方
　
　
-

〇
一
堕
　
ド
コ
デ
有
ラ
ウ
ニ
人
々
ノ
臼
己
C
寸
ソ
ウ
ヨ
　
(
同
右
上
　
4
4
ウ
)

○
抄
云
不
去
不
来
紙
人
ハ
何
ソ
-
粉
ソ
此
人
走
.
ヨ
　
(
報
恩
　
下
1
3
ウ
一

・

 

'

・

;

i

|

;

-

;

蝣

~

　

　

・

　

此

・

㍉

　

　

　

当

-

-

.

蝣

蝣

-

-

・

/

小

一

∵

7

の
よ
う
に
、
自
問
白
茶
形
式
の
文
の
末
部
に
用
い
ら
れ
t

i
¥
'
'
*
'
:
-
'
・
'
"
・
　
*
~
-
i
-
"
'
-
*
　
三
・
・
㌧
　
　
　
　
　
　
士
・
.
-
-
-
I

の
よ
う
に
'
い
わ
ゆ
る
脚
位
は
形
式
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
殊

に
以
後
の
例
な
ど
は
'
強
-
<
1
を
糾
し
て
糞
T
・
=
至
・
・
]
い
収
め
る
と
い
う
性
質
を

よ
く
一
l
f
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

洞
門
抄
物
の
語
所
測
昔
の
「
供
」
に
は
'
す
べ
て
文
末
助
詞
コ
を
下
接
す
る

の
も
'
右
に
述
べ
た
よ
う
な
性
質
が
こ
の
語
に
あ
れ
ば
こ
そ
、
念
を
押
し
、
強

-
串
‥
化
-
f
t
i
叫
　
　
　
　
1
が
*
-
 
'
蝣
>
蝣
.
だ
付
-
s
f
j
r
-
た
し
S
:
^
r
i
か
ろ
3
'
.
;
化
…
f
x
l
t
e
r
^

の
「
倣
」
以
外
の
「
供
」
で
ヨ
を
下
接
語
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
終
止
・
連
体
形

は
例
中
'
わ
ず
か
に
1
-
3
例
(
ォ
5
^
)
　
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
語
頭
油
音
の

「
侠
」
と
ヨ
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
は
明
白
で
あ
ろ
う
C
'

と
こ
ろ
で
'
前
述
の
吉
郷
博
士
は
'
「
平
家
物
語
(
抗
相
木
)
J
t
　
「
車
若
舞
」
'

「
謡
仙
」
そ
の
他
の
中
間
文
献
か
ら
'
語
弱
尚
古
の
「
侠
」
の
多
く
の
用
例

(
9
7
例
)
を
示
さ
れ
た
が
'
今
へ
博
士
の
紹
介
さ
れ
た
用
例
と
'
洞
門
抄
物
の

用
例
と
に
つ
い
て
'
若
干
の
比
較
を
試
み
て
お
き
た
い
.

洞
門
抄
物
の
場
合
と
同
じ
-
、
右
の
例
9
7
を
上
接
語
と
下
接
語
に
末
日
し
て

粥
川
す
る
と
'

[
上
接
譜
]

1
　
休
ユ
1
.
日

2
　
連
体
形

c
z
 
H
*
'
-

ト
マ
テ

ヽノ

次
表
の
よ
う
に
な
る
。

VEBE

5
　
佃
…
し

計

[
下
接
.
3
…
]

-
　
無
し

3
E
I
E

ゾ

カ

シ

ゾカヤ

19

ir.f
S午3り一

り
】

5 10　3　　　14幸　　39　　　　3 1　　　　　2　30車

fi　2　　　　　18i訂吊　　31　　5　4　7 1 fi　　　　　謂

i
 
'
.
j
0
-
-
J

1 1

1213　3　2　　55計　　97　2　6　7　8 1 9　1153計
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F

-

　

'

-

-

-

　

>

5

　

<

'

.

 

'

り

・

i

3

7
　
　
　
　
ウ
】

m
q
h

c
-
J
C
O
C
O
。
】

計a
*

w7c
.

博
士
は
'
用
例
を
抱
け
る
に
際
し
て
「
平
家
物
語
」
で
は
新
手
例
を
'
「
謡

曲
」
で
は
相
当
牧
を
省
略
さ
れ
た
山
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
数
.
伯
は
'

そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
於
け
る
仝
例
で
は
必
L
も
な
い
に
し
て
も
'
下
接
語
か
ら

見
る
に
、
そ
れ
の
無
い
も
の
が
多
く
、
文
末
助
詞
コ
を
伴
う
も
の
が
少
な
い
と

い
う
点
で
は
、
洞
門
抄
物
と
机
辺
が
見
ら
れ
る
O
 
L
か
L
t
注
H
す
べ
き
は
'

こ
れ
ら
の
文
献
に
於
い
て
も
'
語
封
捌
昔
の
「
侠
」
は
、
す
べ
て
終
止
法
と
し

て
文
末
に
立
つ
　
(
上
は
譜
の
な
い
場
合
を
含
め
て
一
用
法
の
み
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
0
こ
の
こ
と
は
'
林
間
明
氏
の
示
さ
れ
た
「
狂
1
亡
の
例
で
も
同

(S)

じ
で
あ
る
。

上
は
.
譜
に
間
し
て
も
「
幸
新
郷
」
や
「
訴
-
;
]
で
は
'
洞
門
抄
物
よ
り
も
川

は
が
拭
-
'
助
詞
に
ホ
接
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
'
次
例
の
よ
う
に
、

文
末
助
刈
ヤ
に
承
接
す
る
例
す
ら
存
す
る
。

ォ
)

○
あ
ゝ
ら
う
れ
し
や
ざ
む
ら
ふ
　
(
幸
　
駐
仏
碍
)

○
あ
ら
何
と
も
な
や
朕
　
(
謂
　
芦
刈
　
舶
弁
慶
一

こ
の
よ
う
な
用
法
に
つ
い
て
、
拐
沢
幸
吉
郎
博
士
は
「
『
や
.
B
　
で
終
っ
て
感
動
の

志
を
蝕
め
る
」
と
説
か
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
'
吾
郷
H
之
迦
博
士
は
語
現
況

譜
の
「
朕
」
の
用
法
を
、
す
べ
て
上
に
或
る
語
が
省
略
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
'

方
の
よ
う
な
川
は
も
'
こ
れ
が
感
動
を
表
わ
す
の
は
'
「
あ
～
ら
う
れ
し
や
(
と

存
じ
)
　
供
」
の
「
と
存
じ
」
の
如
き
譜
の
省
略
が
あ
り
'
そ
の
省
蛸
の
た
め
で

は
な
い
か
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
'
こ
の
語
の
川
は
・
窓
味
を
知
る
上
で

重
要
な
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
こ
と
を
練
り
返
す
な
ら
ば
'
語
預
濁
音
の
「
供
」

に
は
'
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
文
献
で
は
終
止
は
以
外
の
用
法
は
存
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
直
ち
に
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
さ
し
控
え
ね
ば
な
ら
な

い
が
'
そ
も
そ
も
語
封
捌
音
の
「
侠
」
は
'
終
止
法
以
外
の
用
例
は
兄
い
だ
し

難
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
.
も
し
然
ら
ば
、
こ
の
語
は
そ
の
成
立
時
か

ら
文
末
助
湖
的
性
格
を
和
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
.
そ
し
て
'
右
の

文
末
助
詞
ヤ
に
承
接
す
る
が
如
き
は
、
そ
の
文
末
助
詞
的
性
格
を
地
も
強
め
た

も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

洞
門
抄
物
の
語
班
別
　
の
「
侠
」
は
'
他
の
申
出
文
献
'
殊
に
'
「
幸
若
舞
」

や
「
訊
-
;
」
に
見
ら
れ
る
も
の
と
比
較
す
る
と
'
そ
の
用
法
の
炊
き
が
折
紙
で

き
る
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
へ
時
代
差
の
み
な
ら
ず
'
「
語
り
物
」
と
「
注
釈

文
」
と
い
う
純
者
の
文
体
の
相
通
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

l
J
上
へ
洞
門
抄
物
に
於
け
る
語
頭
濁
音
の
「
侠
」
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
が
'
な
お
、
そ
の
語
形
に
つ
い
て
付
諾
す
る
に
'
⑫
鰯
門
間
抄
脚
に
ゾ

ロ
　
(
り
】
例
)
'
⑬
大
中
寺
本
参
に
ゾ
ロ
　
(
1
0
例
)
'
㊤
勝
悶
和
尚
再
吟
に
ゾ
ウ
ロ
ウ

(
1
例
)
　
が
見
ら
れ
る
。
⑬
で
は
'
語
頭
捌
音
の
「
侯
」
の
み
が
ゾ
ロ
で
、
他

は
山
表
記
で
あ
る
.
こ
の
2
例
の
ゾ
ロ
は
'
い
ず
れ
も
高
僧
の
こ
と
ば
を
正
接

C
2
)

話
法
と
し
て
引
用
す
る
簡
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
⑲
の

ゾ
ロ
は
消
者
が
受
講
者
に
直
接
語
り
か
け
る
文
(
か
か
る
文
で
は
走
を
多
用
)

で
あ
っ
て
⑲
と
は
同
列
に
は
扱
え
な
い
.

比
に
述
べ
た
よ
う
に
'
洞
門
抄
物
に
於
い
て
'
ソ
ロ
は
江
戸
初
期
成
立
の
も

の
に
現
わ
れ
る
形
で
あ
る
。
関
西
系
抄
物
に
於
け
る
「
侠
」
の
語
形
・
用
は
に

つ
い
て
'
大
塚
光
信
氏
は
、
ソ
ロ
は
室
町
後
期
の
も
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
'
こ
の
形
は
、
サ
ウ
・
ソ
ウ
の
短
舶
化
に
よ
っ
て
'
新
た

-419



に
そ
の
本
源
形
た
る
サ
ウ
ラ
ウ
が
郎
み
ら
れ
'
そ
れ
か
ら
再
生
虻
さ
れ
た
も
の

C
2
)

と
説
か
れ
て
い
る
。
洞
門
抄
物
に
於
い
て
も
'
サ
ウ
・
ソ
ウ
か
ら
ソ
ロ
へ
と
変

速
す
る
点
で
'
関
西
系
抄
物
の
場
合
と
軌
を
T
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
'
ソ

ロ
の
語
性
に
関
し
て
は
、
両
抄
物
に
於
い
て
大
差
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
'
⑲
に
於
け
る
ゾ
ロ
は
、
碓
述
す
べ
き
叫
柄
を
念
を
押
し
て
'
強

く
訴
え
か
け
よ
う
と
す
る
改
ま
り
の
表
別
態
度
が
、
こ
の
語
形
を
選
ば
せ
た
も

の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
⑳
に
於
い
て
、
走
を
広
-
用
い
　
(
ソ
ロ
も
少

数
用
い
る
)
な
が
ら
'
語
頭
測
昔
の
「
供
」
の
場
合
の
み
ゾ
ウ
ロ
ウ
の
形
と
な

っ
て
い
る
の
も
'
こ
れ
と
同
様
に
解
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

結
水
稲
か
ら
派
生
す
る
課
題
を
挙
げ
て
'
結
び
と
し
た
い
.

詰
所
捌
昔
の
「
供
」
は
'
洞
門
抄
物
に
於
い
て
は
室
町
期
成
立
の
抄
物
に
は

広
-
兄
い
だ
さ
れ
る
が
'
江
戸
初
期
些
止
の
も
の
で
は
限
ら
れ
た
抄
物
に
し
か

用
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
少
数
の
抄
物
の
う
ち
へ
⑬
火
中
寺
本
参
、
⑳
扶
桑
再
吟
'

⑳
鉄
外
和
尚
代
抄
'
㊥
同
再
吟
は
大
中
寺
伊
掩
派
下
の
抄
で
あ
る
こ
と
が
注
意

さ
れ
る
3
庄
戸
初
期
に
於
け
る
こ
の
語
の
勢
力
を
知
る
に
は
'
こ
れ
ら
の
抄
物

に
見
ら
れ
る
他
の
言
語
事
象
と
間
導
つ
け
て
の
考
察
が
必
安
で
あ
ろ
う
。

語
i
S
澗
音
の
「
鮫
」
は
'
認
定
上
の
朗
難
さ
が
あ
っ
て
か
'
こ
れ
ま
で
見
過

さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
3
関
西
系
抄
物
に
つ
い
て

(
3
5

の
調
査
が
当
所
必
要
で
あ
る
が
、
更
に
減
っ
て
調
査
を
進
め
れ
ば
'
こ
れ
ま
で

指
摘
さ
れ
て
い
な
い
用
例
が
他
の
文
献
に
も
存
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
語

の
消
止
に
つ
い
て
は
'
考
え
る
べ
き
問
題
が
多
い
の
で
あ
る
。

汰i
)
　
「
訳
曲
の
F
倣
ヒ
(
「
能
洪
研
究
」
第
3
巷
　
昭
和
i
-
I
 
i
-
I
I

(
2
)
　
「
平
家
物
語
の
解
釈
文
は
」
(
「
時
代
別
作
品
別
解
釈
文
法
」
　
昭
和

3
7
)

(
3
)
　
「
近
古
に
於
け
る
㍍
封
捌
音
の
F
似
ふ
と
(
「
文
学
」
　
昭
和
J
o
*
"
5
)

(
4
)
　
「
『
朕
ふ
』
と
そ
の
異
形
郡
」
(
「
近
代
語
研
究
」
第
1
集
　
昭
和
4
0
・

=

蝣

蝣

)

(
5
一
木
稿
で
用
い
た
資
料
は
'
①
齢
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
㊥
⑳
⑳
㊥
⑳
は
F
禅

門
抄
物
哉
刊
』
授
製
本
'
⑤
は
F
抄
物
大
系
』
複
製
本
、
⑤
は
r
松
ケ

岡
文
川
減
祁
括
抄
物
災
』
枚
製
本
、
6
9
㊥
⑧
⑱
は
r
洞
門
抄
物
と
国
語

研
究
』
(
資
料
笹
'
④
は
r
続
酌
洞
宗
全
書
　
注
解
三
』
の
翻
刻
'
⑬

⑲
は
r
抄
的
少
L
.
f
h
t
,
V
5
は
土
杵
汀
一
t
J
i
T
S
凹
却
-
t
f
E
:
吟
1
l
火
　
v
:
-
v

節
x
c
s
I
」
(
「
学
封
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
　
(
L
O
.
C
。
.
t
>

昭
和
　
　
　
・
3
)
　
に
依
る
Q
⑲
⑪
⑭
⑮
⑯
由
⑲
㊧
は
原
本
調
査
3

(
・
-
=
)
　
「
古
今
仝
抄
と
そ
の
川
譜
」
(
「
近
代
語
研
究
」
第
5
災
　
昭
和
5
2
・

3
)

(
7
)
　
汀
　
(
-
)
　
<
州
-
-
n

(
。
o
)
　
「
宗
」
表
記
は
'
谷
大
串
木
古
今
仝
抄
(
注
6
外
山
論
文
)
'
人
天

眼
目
才
応
抄
(
金
田
弘
氏
「
問
答
体
の
カ
ナ
抄
物
-
中
性
国
語
資
料
と

.
*
・
'
'
=
r
-
'
-
.
r
:
∴
＼
　
蝣
i
;
1
;
.
(
.
:
‥
皇
、
、
　
　
　
　
　
州

・
3
)
　
の
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
6
秒
に
も
存
す
る
。

(
9
)
　
な
お
'
次
の
ゾ
ウ
は
誤
写
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
語
頭
濁
音
の
例
か
ら

除
外
し
た
。

〇
日
ハ
心
-
行
力
輿
ア
;
.
>
引
ゾ
(
K
-
S
ウ
一

・「- 420 -ー



○
　
(
帆
)
何
夏
モ
多
子
佃
…
デ
ゾ
ウ
ゾ
　
(
上
2
7
ウ
)

○
巧
ア
何
ガ
結
外
引
ズ
　
(
下
6
0
オ
)

(
川
)
　
注
(
4
)
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